
『
言
泉
集
』
を
成
立
さ
せ
る
要
素

｜

「
孝
と
追
善
」

　
　
『
言
泉
集
』
に
は
、
多
く
の
要
素
が
、
兼
ね
備
っ
て
い
る
。

は
、
そ
の
諸
要
素
の
中
よ
り
、

「
現
世
利
益
」

で

　
「
孝
と
追
善
」
　
・
　
「
現
世
利
益
」
　
・
　
「
勧
進
」
の
三
つ
の
要
素
に
つ
い

て
ご
言
及
し
た
い
。

　
こ
れ
ら
の
三
要
素
は
、
い
ず
れ
も
、
『
言
泉
集
』
を
支
え
る
、
大
き

な
柱
と
、
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
一

〇
孝
と
追
善

　
ま
ず
、
は
じ
め
に
、
各
本

　
金
沢
文
庫
蔵
本
（
金
沢
本
）

　
叡
山
文
庫
〔
真
如
〕
蔵
本
（
叡
山
本
）

　
佛
乗
院
蔵
本
（
佛
乗
院
本
）

　
龍
谷
大
学
蔵
本
（
龍
大
本
）

「
勧
進
」

安
　
　
束

大
　
　
隆

　
　
　
大
谷
大
学
蔵
本
（
谷
大
本
）

に
、
共
通
す
る
部
分
を
、
整
理
し
て
表
示
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な

~

忌亡亡亡亡亡規

日悪妻夫母父箭

帖帖帖帖帖帖文

／

○ＯＯＯＯＯＸ
金
沢本

○○○ＯＯＯＸ
龍
大
本

○○○○○○○
獄
山本

×○○○○○○
果

菜

×○○○○○○
谷
大本

（
「
○
」
は
有
「
×
」
は
無
を
示
す
）

猶
、
金
沢
本
は
、
小
冊
子
株
で
、
大
部
な
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
他

１
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の
諸
本
に
、
共
通
し
な
い
帖
１
－
最
侍
講
帖
・
火
般
若
経
帖
等
－
－
が

多
く
あ
る
。

又
、
龍
火
本
に
も
、
こ
の
外
に

　
祖
父
母
・
兄
弟
姉
妹
・
主
君

の
各
帖
が
あ
る
。

　
さ
て
、
こ
の
表
を
み
る
と
、
亡
父
・
亡
母
・
亡
夫
・
亡
妻
・
亡
息
の

各
帖
が
、
最
も
共
通
す
る
帖
で
あ
る
。

　
谷
火
本
に
は
、
「
追
善
調
舗
装
句
等
」
が
あ
る
。
そ
の
内
容
は
二
追

善
風
誦
要
句
等
」
と
い
う
言
葉
の
示
す
通
り
、
追
善
の
為
の
も
の
で
あ

る
こ
と
は
、
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
の
内
容
を
、
追
善
の
相
手
が
、
明
ら

か
に
な
っ
て
い
る
も
の
を
　
抜
き
出
し
て
ま
と
め
て
み
る
と
、

　
亡
父
－
法
印
澄
憲
五
七
日
・
清
原
某
先
考
、
平
氏
先
考
、
謙
介
打
火

　
　
　
　
将
頼
朝
先
考
義
朝
追
善
・
大
江
某
先
考
業
宗
中
陰

　
亡
母
－
大
納
言
頼
威
聯
為
先
耽
周
忌
追
善
・
大
納
言
朝
忠
物
先
既
囚

　
　
　
　
‐
↓
－
九
日
‥
、
大
納
言
頼
盛
物
先
氏
、
江
大
府
物
先
批
・
打
火
弁

　
　
　
　
源
相
識
朝
臣
先
耽
胴
十
。
几
日
・
仲
与
守
藤
原
顕
季
朝
臣
先
吟

　
　
　
　
隆
尊
開
架
先
睨

　
亡
夫
－
同
氏
亡
夫
源
宣
方

　
亡
妻
－
敦
忠
親
王
亡
皇
杓
子
内
親
王
中
陰
。
同
人
亡
皇
藤
原
氏
鋼
船
・

　
　
　
　
代
明
親
王
亡
皇
藤
原
氏
・
式
明
親
王
亡
室
藤
原
氏
・
重
明
親

　
　
　
　
王
亡
皇
・
九
條
打
丞
相
亡
室
助
手
内
親
王
・
同
人
上
皇
雅
子

　
　
　
　
内
親
王
・
中
納
言
師
時
物
亡
皇
・
江
大
府
物
亡
室
・
賀
茂
光

　
　
　
　
平
亡
妻

〃

　
亡
子
－
小
野
宿
太
政
大
臣
島
女
御
・
法
性
寺
太
政
大
臣
島
女
御

　
　
　
　
言
言
Ｅ
・
前
女
御
源
基
子
亡
島
輔
仁
親
王
凹
言
万
源

　
　
　
　
全
子
亡
島
関
白
内
大
臣
耽
聯
子
・
在
原
氏
亡
島
牧
忠
邸
竹
寸

　
　
　
　
育
成
卿
亡
島
洲
計
八
日
・
後
江
相
公
亡
島
澄
明
朗
冊
九
万

　
　
　
　
江
大
府
聯
亡
鳥
海
兼
四
十
九
日
・
菅
大
府
聯
亡
島

　
亡
師
－
鼓
室
憎
正
良
快

以
上
を
、
ま
と
め
る
と
、

　
亡
父
－
五
・
亡
母
ｉ
七
・
亡
夫
－
一
・
亡
妻
丿
十
〇

　
亡
子
Ｉ
九
・
亡
師
ｉ
一

の
、
三
十
三
で
あ
る
。
「
追
善
猟
誦
要
句
等
」
の
中
に
は
、
既
存
の
願

文
や
、
表
白
な
ど
の
中
よ
り
、
抄
出
し
た
も
の
が
、
四
十
六
あ
る
。
従

っ
て
、
四
十
六
中
の
三
十
二
（
三
士
ニ
の
う
ち
、
亡
師
を
除
く
）
が
、

肉
親
に
関
し
て
の
、
迫
害
供
養
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
「
追
善
風
舗

要
句
等
」
と
い
う
項
目
は
、
他
の
伝
本
と
異
な
る
も
の
の
、
そ
の
内
容
は

他
の
本
の
、
「
亡
父
帖
」
　
「
亡
母
帖
」
な
ど
と
、
何
等
異
な
る
と
こ
ろ

は
な
い
。
「
追
善
鼠
舗
装
句
等
」
の
中
の
、
　
重
明
親
王
の
亡
室
の

四
十
九
日
に
関
し
て
の
、
大
江
朝
綱
の
一
文
は
、
金
訳
本
以
外
の
諸
本

の
「
亡
妻
帖
」
の
中
に
、
同
一
の
本
文
か
お
る
。
こ
れ
よ
り
し
て
も
、

　
「
追
善
風
誦
要
句
等
」
が
、
収
録
数
の
少
な
さ
、
帖
別
に
な
っ
て
い
な

い
こ
と
を
、
除
い
て
は
、
他
の
諸
本
と
、
何
等
変
り
の
な
い
こ
と
が
わ

か
る
。
従
っ
て
、
全
て
の
本
に
、
其
通
し
て
い
る
個
所
は
、
肉
親
（
亡

父
・
亡
母
、
亡
夫
、
亡
妻
等
）
の
、
追
善
供
養
の
為
の
、
願
文
や
表
白

等
で
あ
る
。
更
に
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
龍
太
本
に
は
、
亡
父
・
亡
母
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亡
夫
・
亡
妻
の
各
帖
に
加
え
て
、
「
祖
父
養
父
帖
」
　
「
兄
弟
姉
妹
帖
」

　
「
為
主
君
帖
」
が
あ
る
。
「
主
君
帖
」
を
除
い
て
は
、
い
ず
れ
も
、
肉

親
に
関
し
て
の
追
善
の
例
を
、
更
に
、
増
し
た
も
の
で
あ
る
。
叡
山
本
、

佛
乗
院
本
、
谷
大
本
に
、
共
通
し
て
い
る
。
表
白
な
ど
の
規
範
例
文
を

の
せ
た
個
所
も
、
追
善
供
養
の
表
白
や
施
主
分
の
、
規
範
例
文
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
事
か
ら
し
て
も
、
『
言
泉
集
』
が
、
追
善
と
い
う
こ
と
に
、

重
点
を
、
お
い
て
い
た
こ
と
は
、
明
ら
か
で
あ
る
。

　
さ
て
、
こ
の
追
善
供
養
と
い
う
も
の
は
、
佛
教
と
、
儒
教
の
中
心
と

な
る
思
想
の
、
一
つ
で
あ
る
孝
と
の
、
結
び
つ
い
た
も
の
で
あ
る
。
勿

論
、
孝
を

　
夫
孝
徳
之
本
也
、
敏
之
所
由
生
也
…
…
…
身
雙
髪
膚
、
受
之
父
母
、
不

　
敢
毀
傷
、
孝
之
始
也
（
『
孝
経
』
）

と
い
≒
道
徳
の
根
本
と
し
て
、
大
系
ず
け
た
の
は
、
儒
教
で
あ
る
。

し
か
し
、
一
方
、
自
分
を
は
ぐ
く
み
育
て
て
く
れ
た
親
を
、
親
し
く
思

う
の
は
、
自
然
な
感
情
で
あ
る
。
人
々
は
、
追
善
供
養
と
い
う
こ
と
に

よ
っ
て
、
死
後
の
世
界
に
ま
で
、
そ
の
孝
行
の
心
を
、
お
よ
ぼ
す
こ
と

が
、
で
き
た
。
そ
の
こ
と
は
、
『
言
泉
集
』
の
み
に
、
い
え
る
こ
と
で

は
な
く
、
佛
教
が
、
日
本
に
渡
未
し
た
時
、
す
で
に
、
み
ら
れ
た
も
の

で
あ
り
、
お
そ
ら
く
、
中
国
に
お
い
て
、
は
ぐ
く
ま
れ
て
い
た
も
の
で

あ
ろ
う
。

　
　
『
日
本
書
紀
』
に
よ
る
と
、
推
古
天
皇
の
二
年
二
月
、
三
宝
興
隆
の

詔
が
、
発
せ
ら
れ
。

　
諸
臣
連
等
、
各
君
親
の
恩
の
為
に
、
競
ひ
て
佛
舎
を
造
る
。
即
ち
是

を
寺
と
謂
ブ

と
あ
る
。
こ
ゝ
に
は
、
明
ら
か
に
、
孝
の
思
想
が
あ
る
。

　
又
『
言
泉
集
』
に
先
行
す
る
、
『
東
大
寺
瓢
誦
文
稿
』
、
『
菅
家
文

草
』
、
『
本
朝
文
粋
』
な
ど
の
中
に
も
み
え
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
先
に
、
雑
誌
等
に
、
発
表
Ｌ
た
こ
と
も
あ

る
が
、
改
め
て
、
要
点
の
み
を
、
記
す
こ
と
に
す
る
。
　
　
　
　
。

　
　
『
東
大
寺
諏
誦
文
稿
』
の
例
を
み
る
と
、

　
世
間
・
出
世
間
二
、
値
ふ
こ
と
難
ク
、
聴
く
こ
と
難
キ
は
、
無
上
尊

　
ノ
教
な
り
。
天
上
天
下
に
最
勝
最
尊
に
マ
ス
こ
と
は
ご
二
宝
ノ
境
界

　
な
り
。
是
を
以
て
雪
山
の
童
子
い
、
八
宇
の
為
に
命
を
羅
刹
に
施
セ

　
リ
。
薩
埋
王
子
ハ
菩
提
の
為
に
身
を
飢
虎
に
捨
て
た
り
。
四
恩
の
中

　
に
報
ゆ
る
こ
と
難
ク
窮
む
る
こ
と
難
き
は
、
父
母
の
恩
に
ぼ
過
ぎ
不
　
　
3
9

　
所
以
に
、
須
閔
太
子
ハ
身
ヲ
割
り
て
、
父
母
が
命
を
漕
ひ
タ
マ
ビ
、

　
忍
辱
太
子
は
眼
ヲ
穿
ち
て
、
父
ノ
公
の
病
を
療
せ
り
。

以
下
、
丁
蘭
、
重
尺
、
曹
蛾
・
会
稽
、
宏
提
、
重
花
、
畢
悛
・
祭
順
、

と
い
っ
た
孝
子
の
例
を
、
あ
げ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
印
度
や
中
国
に

も
、
こ
の
よ
う
な
例
が
、
あ
る
こ
と
で
あ
り
、
日
本
に
お
い
て
も
、
孝

行
を
、
な
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
、
権
威
づ
け
の
よ
う
に
し
て
、
用
い

ら
れ
て
い
る
。

　
　
『
菅
家
文
草
』
を
み
る
と
、
巻
十
一
の
願
文
上
・
巻
十
二
の
願
文
下

に
、
所
収
さ
れ
て
い
る
も
の
は
ご
二
十
二
篇
あ
る
が
、
そ
の
中
で
、
先

考
、
先
枇
に
関
し
た
も
の
は
、
九
篇
あ
り
、
そ
れ
に
亡
室
の
二
篇
を
加

え
る
と
、
全
体
の
約
三
分
の
一
に
あ
た
る
。
い
か
に
願
文
製
作
の
重
点



が
、
両
親
の
追
善
供
養
に
、
む
け
ら
れ
て
い
た
か
を
、
知
る
こ
と
が
で

　
更
に
、
後
の
時
代
の
、
「
本
朝
文
粋
」
を
み
て
も
、
「
村
上
天
皇
為

母
后
四
十
九
日
御
願
文
」
な
ど
、
追
善
に
、
重
点
を
お
い
た
も
の
が
あ

　
従
っ
て
、
唱
導
資
料
集
と
し
て
の
、
「
言
泉
集
」
の
中
に
、
人
々
の

求
め
る
追
善
供
養
（
孝
に
も
と
ず
く
追
善
）
と
い
う
も
の
が
、
一
要
素

と
し
て
、
は
い
り
こ
ん
で
い
る
こ
と
は
、
当
然
の
事
と
い
え
よ
う
。

ｏ
現
世
利
益
（
鎮
護
国
家
と
除
災
招
福
）

　
一
方
、
『
言
泉
集
』
全
体
を
、
把
握
す
る
の
に
、
「
孝
と
追
善
」
と

い
う
こ
と
の
み
で
は
、
十
分
説
明
し
尽
し
た
と
は
、
い
え
ま
い
。
特
に
、

金
沢
本
に
集
録
さ
れ
て
い
る
、
経
典
を
講
じ
、
そ
の
功
徳
を
述
べ
た
部

分
－
－
最
勝
講
作
法
・
金
光
明
経
－
な
ど
の
帖
は
、
「
元
亨
釈
書
」

に
説
く
唱
導
と
は
、
趣
を
異
に
し
、
む
し
ろ
、
講
経
と
い
っ
た
方
が
、

よ
り
適
切
で
あ
る
。
特
に
、
「
最
勝
講
作
法
」
は
、
最
勝
講
の
作
法
に

つ
い
て
、
述
べ
た
も
の
で
あ
り
、
一
品
よ
り
八
品
に
、
お
よ
ん
で
い
る
。

最
勝
講
が
、
日
本
で
は
じ
め
て
、
お
こ
な
わ
れ
た
の
は
、
『
公
事
根
源
』

に
よ
る
と
、

　
一
條
院
御
宇
、
寛
弘
の
比
よ
り
は
じ
ま
る
。
或
は
長
保
四
年
よ
り
始

　
ま
る
と
も
申
す
な
り
。

と
あ
る
が
、
実
は
そ
れ
よ
り
、
逡
に
古
い
時
代
か
ら
、
お
こ
な
わ
れ
て

〃

い
る
。
『
公
事
根
源
』
に
い
う
の
は
、
日
時
を
定
め
、
東
大
寺
、
興
福

寺
、
園
城
寺
、
延
暦
寺
の
憎
を
招
じ
て
、
清
涼
殿
で
、
催
さ
れ
た
公
の

講
会
で
あ
る
。
『
最
勝
王
経
』
は
、
鎮
護
国
家
の
為
に
は
、
重
要
な
経

典
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
『
続
日
本
紀
』
に

　
金
光
明
経
六
十
四
鉄
六
百
四
十
巻
を
諸
国
に
頷
つ
。
国
別
に
十
巻
。

　
是
よ
り
先
、
諸
国
の
有
す
る
所
の
金
光
明
経
、
或
は
国
ご
と
に
ハ
巻
。

　
或
は
国
ご
と
に
四
巻
、
是
に
至
り
て
写
し
備
へ
て
、
頷
け
下
す
。
経

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
　
―
　
・
Ｉ
　
●
　
一
　
・
　
争
　
争

　
の
到
る
日
に
隨
ひ
て
、
即
ち
転
読
せ
命
む
、
国
家
を
平
安
な
ら
命
め

　
ん
加
却
な
胎
。
（
神
亀
五
、
十
二
・
廿
八
）
　
（
原
漢
文
）

と
あ
る
。
こ
の
事
は
、
『
言
泉
集
』
の
中
に
、
「
本
朝
弘
通
例
」
と
し

て
、
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
、
次
の
一
文
よ
り
も
、
明
ら
か
で
あ
る
。

　
聖
武
天
皇
の
神
亀
五
年
十
二
月
、
金
光
明
経
六
十
四
部
を
諸
国
に
分

　
遺
す
。
同
じ
き
御
宇
の
天
平
十
三
年
三
月
十
四
日
、
天
下
諸
国
に
勅

　
し
て
、
国
分
寺
を
造
り
、
金
光
明
四
天
王
護
国
之
寺
と
号
す
、
又
、

　
尼
寺
を
造
り
て
、
法
花
滅
罪
之
寺
と
名
く
（
原
漢
文
）

　
「
続
日
本
紀
」
に
は
、
ま
だ
ほ
か
に
も
、
『
最
勝
王
経
』
を
、
転
読
し

た
と
の
記
事
が
み
え
る
。

　
さ
て
、
「
寿
命
経
帖
」
は
、
表
白
（
松
殿
延
命
菩
藤
井
寿
命
経
供
養
）

に
、

　
是
れ
以
み
る
に
、
長
生
延
命
の
謀
は
、
浮
図
の
効
験
に
過
た
る
は
無

　
し
、
除
災
与
楽
の
術
は
、
佛
法
の
威
霊
に
超
へ
た
る
は
莫
し
、
彼
の

　
紫
府
黄
庭
は
、
群
仙
の
栖
な
り
、
楢
、
常
任
の
国
界
に
あ
ら
ず
、
金

　
丹
玉
液
は
、
色
を
駐
む
る
の
薬
な
ｎ
へ
未
だ
惣
持
の
妙
薬
に
及
ば
ず
。

40



　
故
に
只
、
佛
陀
達
磨
に
帰
依
し
て
、
よ
ろ
し
く
寿
命
の
色
力
を
、
成

　
就
す
べ
き
な
り
、
（
原
漢
文
）

と
あ
り
、
『
寿
命
経
』
が
、
除
災
与
楽
の
術
で
あ
る
と
、
の
べ
て
い
る
。

又
『
大
般
若
経
』
も
、
現
世
利
益
に
富
む
経
典
と
し
て
、
周
知
さ
れ
て

い
た
。
こ
の
こ
と
は
、
例
え
ば
、
『
親
日
本
紀
』
に
、

　
宮
中
に
於
て
、
大
安
、
薬
師
ノ
瓦
興
、
興
福
の
四
寺
に
及
び
て
、
大

　
般
若
経
を
転
読
せ
し
む
、
災
害
を
消
除
し
、
国
家
を
安
寧
せ
ん
が
為

　
な
り
、
（
天
平
七
・
五
・
廿
四
）
　
（
原
漢
文
）

と
あ
る
。
又
、
『
三
宝
絵
詞
』
に
も
、
「
大
安
寺
大
般
若
会
」
の
條
に

大
安
寺
を
建
立
す
る
時
に
、
高
市
郡
の
、
子
部
の
明
神
の
社
の
木
を
、

切
っ
て
用
い
た
の
で
、
神
の
怒
り
に
触
れ
て
、
寺
は
、
焼
け
て
し
ま
っ

た
。
そ
こ
で
、
『
大
般
若
経
』
を
、
書
き
置
い
て
、
寺
を
守
ら
せ
た
と

あ
る
。

　
　
『
言
泉
集
』
の
、
「
大
般
若
経
帖
」
の
中
の
「
読
誦
感
応
」
の
個
所

を
み
る
と
、
憎
恵
真
は
、
生
年
二
十
七
で
あ
る
が
、

　
癩
病
を
得
た
り
、
身
舷
の
爛
れ
壊
る
る
こ
と
、
葦
の
嚢
の
如
し
、
恵

　
責
、
大
般
若
経
を
授
く
、
月
を
累
て
、
方
に
Ｉ
秩
を
誦
得
し
た
り
、

　
夢
に
、
老
翁
の
楊
枝
を
以
っ
て
、
真
之
身
を
彿
ふ
と
、
見
た
り
、
窟

　
め
意
リ
て
、
平
復
す
る
こ
と
、
本
の
如
し
、
膚
の
色
は
、
宛
潔
な
り
、

　
心
を
発
し
て
、
専
ら
読
誦
し
て
一
部
を
通
利
し
、
又
、
夢
に
、
二
人

　
の
童
子
、
飲
食
を
以
っ
て
、
之
を
供
養
す
と
み
た
り
、
宿
め
て
、
美

　
昧
舌
に
在
る
が
如
し
、
「
原
漢
文
」

と
あ
り
、
『
大
般
若
経
』
の
読
誦
に
よ
り
、
病
の
癒
え
た
話
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
例
は
、
専
ら
、
現
世
利
益
を
の
べ
た
も
の
で
あ
る
。

ｏ
勧
進

　
安
居
院
流
の
唱
導
を
、
論
じ
る
場
合
、
『
玉
葉
』
な
ど
の
、
公
家
の

日
記
に
み
え
る
記
事
を
、
と
り
あ
げ
て
、
貴
族
を
、
相
手
に
し
て
い
た

点
が
、
強
調
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
実
際
は
、
そ
の
よ
う
に
一
方

的
な
見
方
を
、
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

　
　
『
言
泉
集
』
の
中
に
は
、
一
般
の
人
（
貴
族
に
対
し
て
、
そ
れ
以
外

の
人
）
に
む
か
っ
て
、
半
紙
半
銭
の
供
養
を
、
す
よ
四
て
い
る
個
所
が

あ
る
。

峯
寺
建
立
修
行
縁

な
う
縁
起
絵
と
、

こ
と
で
あ
る
。
特

「
高
野
山
帖
」
の
は
じ
め
に
、
「
高
野
縁
起
抄
１

‐
‐
と
し
て
、
『
金
剛
・
　
4
1

万
建
立
修
行
縁
起
』
を
、
抄
出
し
て
い
る
。
縁
起
や
、
そ
れ
に
と
も

に勧起
｀進‘
と
が
、
む
す
び
つ
い
て
い
る
こ
と
は
、
周
知
の

　
「
憲
奉
造
佛
塔
曼
荼
羅
等
」
は
、
そ
の
む
す
び

つ
き
が
、
顕
著
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
技
苦
与
楽
の
正
路
と
し
て
、
定
恵

門
と
福
徳
門
と
を
あ
げ
、
「
福
徳
は
、
佛
塔
を
建
て
、
仏
像
を
遣
る
を

以
っ
て
、
恵
と
為
す
」
と
、
遣
塔
、
遣
彿
の
功
徳
を
、
強
調
し
て
い
る
。

’
そ
し
て
、
金
剛
峯
寺
に
お
い
て
も
ノ
眺
廬
遮
那
法
界
無
性
塔
二
基
を
建

立
し
、
又
、
両
部
曼
荼
羅
を
あ
ら
わ
そ
う
と
し
て
い
る
と
述
べ
、
更
に
、

こ
の
仕
事
に
従
事
す
る
人
が
多
く
て
、
食
料
が
、
十
分
で
な
い
の
で
、

　
伏
し
て
乞
ふ
、
諸
檀
越
等
、
一
銭
一
粒
の
物
を
添
へ
て
、
斯
の
功
徳

　
を
相
ひ
涜
へ



と
、
一
銭
一
粒
の
も
の
で
も
、
寄
進
し
、
結
縁
す
る
よ
う
に
、
勧
進
し

て
い
る
。
次
に
、
「
比
叡
山
帖
」
を
み
る
と
、
「
非
言
泉
集
私
人
之
」

と
、
但
し
書
き
が
、
つ
い
て
お
り
、
後
人
の
加
筆
で
あ
る
こ
と
を
、
示
し

て
い
る
。
こ
の
加
筆
の
理
由
は
、
多
分
、
「
高
野
山
帖
」
を
、
勧
進
の

目
的
で
、
と
り
あ
げ
た
の
で
、
一
方
叡
山
の
事
も
、
そ
の
必
要
上
、
加
　
　
’

筆
し
た
も
の
と
、
思
わ
れ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
み
て
も
、
『
言
泉
集
』

に
、
勧
進
の
要
素
の
あ
る
こ
と
は
、
明
ら
か
で
あ
る
が
、
も
う
す
こ
し

別
の
面
よ
り
、
補
足
し
よ
う
。

　
　
『
沙
石
集
』
の
、
「
説
経
師
下
風
讃
タ
ル
事
」
の
冒
頭
に
、

　
六
角
堂
ノ
焼
失
ノ
時
、
彼
の
勧
進
ノ
為
二
、
日
々
二
説
法
ア
リ
ケ
リ
。

　
聖
堂
ノ
説
法
セ
ラ
レ
ケ
ル
日
、
殊
に
聴
衆
オ
ホ
カ
リ
ケ
ル
中
二
、
若

　
キ
女
房
、
礼
盤
近
ク
居
テ
、
眠
リ
ケ
ル
ガ
、
堂
ノ
中
モ
響
ホ
ド
ニ
、

　
下
風
ヲ
シ
タ
リ
ケ
ル
ガ
に
…
…
…
…

と
あ
り
、
六
角
堂
の
焼
失
に
伴
う
、
再
建
の
為
の
、
勧
進
の
説
法
を
、

聖
堂
の
、
お
こ
な
っ
た
由
を
、
の
べ
て
い
る
。
あ
る
い
は
、
又
、
伊
藤

真
徹
氏
の
御
指
摘
の
よ
う
に
、
定
家
の
『
明
月
記
』
に
も
、
聖
堂
の
勧

進
の
こ
と
が
、
記
載
さ
れ
て
い
る
。
又
、
『
私
聚
』
の
中
に
、
勧
進
沙

門
他
聞
の
敬
白
に
な
る
、
一
切
経
の
書
写
補
綴
の
為
の
勧
進
帳
（
文
永

六
年
二
月
十
四
日
）
　
・
山
陰
道
や
山
陽
道
の
、
諸
国
に
あ
て
た
太
政
官

符
―
－
－
「
応
勧
進
諸
国
修
造
播
海
国
書
写
山
堂
舎
事
」
　
（
こ
れ
は
、
諸

国
を
勧
進
せ
し
め
て
、
よ
ろ
し
く
堂
舎
を
修
善
す
べ
し
と
い
う
目
的
の

も
と
に
、
山
陰
山
陽
の
諸
国
の
司
に
む
か
っ
て
、
発
せ
ら
れ
た
も
の
で

あ
る
）
－
－
な
ど
が
あ
り
、
安
居
院
流
と
勧
進
と
の
結
び
つ
き
を
、
伝

え
て
い
る
。
又
、
『
神
道
集
』
が
、
安
居
院
作
と
し
て
、
伝
わ
っ
て
い

る
の
も
、
神
と
の
結
び
つ
き
を
、
安
居
院
流
が
、
利
用
し
た
こ
と
に
よ

　
さ
て
、
澄
憲
や
聖
覚
の
、
生
き
た
時
代
を
、
考
え
て
み
る
と
、
一
般

の
人
々
へ
の
、
勧
進
の
必
要
が
、
痛
感
さ
れ
る
。

　
澄
憲
は
、
大
治
元
年
ニ
コ
ー
六
）
に
生
れ
た
。
こ
の
時
期
は
、
平

安
朝
貴
族
社
会
が
、
お
わ
ろ
う
と
す
る
時
に
、
あ
た
っ
て
い
た
。
そ
れ

よ
り
、
五
・
六
年
後
の
長
承
元
年
（
一
二
二
二
）
に
は
、
平
忠
盛
が
、

内
の
昇
殿
を
、
許
可
さ
れ
た
年
で
あ
り
、
平
氏
を
中
心
と
す
る
武
士
社

会
が
、
歩
み
を
始
め
た
頃
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
澄
憲
の
寂
し
た
、
建

仁
二
年
（
二
Ｉ
〇
二
）
の
す
こ
し
前
、
正
治
元
年
二
Ｉ
九
九
）
に
は
、

源
頼
朝
が
、
没
し
て
い
る
。
丁
度
、
貴
族
か
ら
武
士
へ
と
い
う
、
風
雲

急
を
告
げ
る
。
波
瀾
に
富
ん
だ
時
代
に
、
生
き
た
人
で
あ
る
。
『
源
平

盛
衰
記
』
の
巻
三
の
、
「
澄
憲
雨
を
祈
る
事
」
を
み
る
と
、
澄
憲
と
清

盛
と
の
、
関
わ
り
が
ニ
っ
か
が
え
る
。

　
今
年
の
春
の
比
よ
り
天
下
旱
魅
し
て
夏
の
半
ば
に
至
り
、
江
河
流
れ

　
止
ま
り
け
れ
ば
、
土
民
耕
作
の
煩
ひ
を
敷
き
、
国
土
農
業
の
勤
め
を

　
廃
す

と
、
あ
る
よ
う
な
旱
魅
に
、
お
そ
わ
れ
た
承
安
四
年
、
清
涼
殿
に
お
い

て
は
、
最
勝
講
が
、
お
こ
な
わ
れ
た
。
五
月
二
十
五
日
の
夕
座
の
講
師

を
、
澄
憲
が
つ
と
め
、
「
天
下
旱
魅
を
敷
き
、
勧
農
の
廃
退
を
憂
へ
て

敬
白
に
言
を
尽
し
、
龍
神
に
理
を
責
め
て
」
雨
を
い
の
っ
た
。
そ
の
結

果
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龍
神
道
理
に
せ
め
ら
れ
、
天
地
感
応
し
て
、
陰
言
忽
ち
に
引
き
覆
ひ

　
大
雨
頻
り
に
下
り
け
り

と
、
大
雨
が
降
り
、
上
一
人
よ
り
下
百
官
に
至
る
ま
で
、
大
変
よ
ろ
こ

ん
だ
。
（
澄
憲
は
、
こ
の
功
で
権
大
僧
都
に
、
補
せ
ら
れ
た
）
。
清
盛

が
、
そ
の
時
の
澄
憲
の
名
声
を
、
僧
ん
で
、

　
人
の
病
の
休
ま
る
比
に
、
医
師
は
験
あ
り
、
こ
れ
を
医
師
の
高
名
と

　
云
ふ
様
に
、
春
の
比
よ
り
旱
し
て
、
五
月
雨
の
降
る
比
に
説
法
仕
合

　
は
せ
て
、
澄
憲
が
高
名
と
人
の
沙
汰
す
ら
ん
事
、
い
と
を
し
き
事
な

と
、
偏
執
の
詞
を
、
の
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
両
者
が
、
同
時
代
に
生

き
た
事
を
、
如
実
に
、
物
語
っ
て
い
る
。

　
聖
覚
は
、
『
明
月
記
』
に
、
そ
の
臨
終
の
様
子
が
、
の
べ
ら
れ
て
い

る
よ
う
に
、
高
頬
元
年
（
こ
ご
二
五
）
に
、
六
十
九
才
で
、
寂
し
て
い

る
。
澄
憲
の
死
よ
り
、
三
十
二
年
後
で
あ
る
。

　
平
安
時
代
を
、
通
じ
て
、
頼
み
に
し
て
い
た
貴
族
は
、
そ
の
光
彩
を

失
い
、
政
治
的
に
も
、
経
済
的
に
も
、
没
落
し
て
い
く
。
新
し
い
時
代

を
、
背
負
う
武
士
に
は
、
ま
だ
不
安
定
さ
が
、
残
っ
て
い
る
。
そ
う
い

う
状
況
の
中
に
お
い
て
、
今
迄
、
多
く
、
貴
族
の
方
に
、
眼
を
む
け
て

い
た
。
仏
教
も
、
一
般
の
人
へ
の
、
巾
広
い
呼
び
か
け
を
、
お
こ
な
う

よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
主
に
、
勧
進
活
動
を
通
し
て
、

お
こ
な
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
安
居
院
流
の
み
に
、
限

っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
平
氏
に
よ
る
、
南
都
の
焼
き
打
ち
に

よ
り
、
灰
鑑
に
帰
し
た
東
大
寺
を
、
再
建
す
る
為
に
、
治
承
五
年
六
月

に
、
後
白
河
法
皇
は
、
藤
原
行
隆
を
、
造
東
大
寺
長
官
と
し
た
。
又
、

同
年
八
月
に
は
、
重
源
を
、
大
勧
進
と
し
た
。
（
そ
の
仕
事
は
、
重
源

か
ら
栄
西
へ
、
更
に
、
行
勇
へ
と
、
受
け
継
が
れ
て
い
く
）

　
重
源
敬
白
の
「
請
特
蒙
十
方
檀
那
助
成
任
絲
綸
旨
終
土

木
功
修
補
佛
像
堂
作
堂
宇
状
」
に

　
今
、
今
上
宣
下
の
勅
命
を
任
き
て
、
す
べ
か
ら
く
都
鄙
を
し
て
以
っ

　
て
、
営
作
を
逐
げ
し
む
べ
し
、
伏
し
て
乞
ふ
、
十
方
の
一
切
は
、
同

　
心
し
合
力
し
て
、
家
々
の
清
虚
を
謂
ふ
こ
と
莫
く
し
て
、
只
力
の
能

　
く
す
所
に
任
す
可
し
、
尺
布
寸
鑑
と
雖
ど
も
、
一
木
一
銭
と
雖
ど
も

　
必
ず
、
勧
進
の
詞
に
答
へ
て
、
各
、
奉
加
の
志
を
抽
め
よ
（
原
漢
文
）

と
あ
り
、
都
鄙
を
と
わ
ず
、
諸
国
に
む
か
っ
て
、
一
木
半
銭
の
勧
進
を

し
た
こ
と
が
、
わ
か
る
。
以
前
に
も
ま
し
て
、
唱
導
者
の
眼
は
、
一
般

の
人
々
の
方
へ
、
そ
ゝ
が
れ
て
い
っ
た
。

　
以
上
の
べ
た
三
点
Ｉ
Ｊ
－
「
孝
と
追
善
」
　
「
現
世
利
益
」
　
「
勧
進
」
は

　
『
言
泉
集
』
の
み
な
ら
ず
、
当
時
の
佛
教
を
支
え
る
。
重
要
な
要
素
で

あ
る
。
従
っ
て
、
そ
れ
ら
は
、
唱
導
書
で
あ
る
、
『
言
泉
集
』
の
中
に

じ
ヽ
反
映
し
、
同
時
に
、
『
言
泉
集
』
の
性
質
に
も
、
関
連
し
て
く
る

も
の
と
、
思
う
。

　
註
　
①
詳
細
は
『
安
居
院
唱
導
集
上
』
　
（
角
川
）
を
参
照
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②
古
典
文
学
大
系
、
岩
波
）
　
『
日
本
書
紀
』
下
一
七
四
頁

③
拙
稿
「
唱
導
源
流
小
考
」
大
谷
学
報
五
十
三
巻
一
号

　
拙
稿
「
唱
導
に
あ
ら
わ
れ
た
孝
」
上
・
下
　
解
釈
　
五
十
一
年
、
六
月
、
九
月
号

④
『
東
大
寺
謳
稿
文
稿
の
国
語
学
的
研
究
』
風
間
書
房
　
中
田
樵
夫
氏
　
一
。
一
九
頁

⑤
国
史
大
系
（
吉
川
弘
文
館
）
　
「
続
日
本
紀
」
前
編
　
一
一
四
～
一
一
五
頁

⑥
『
安
居
院
唱
導
集
上
』
の
五
十
頁
　
以
下
『
言
泉
集
』
の
引
用
は
、
同
害
に
よ

　
り
、
真
数
の
み
を
示
す

⑦
国
史
に
お
け
る
法
姿
・
行
事
に
つ
い
て
は
、
『
儒
教
文
化
史
上
』
　
（
臨
川
書
店
）

　
　
（
堀
一
郎
氏
）
に
、
詳
し
い
、

⑧
国
史
大
系
『
続
日
本
紀
』
　
三
十
九
真

⑨
『
続
日
本
紀
』
国
史
大
系
　
一
三
八
頁

⑩
『
言
泉
集
』
六
十
一
真

③
『
今
昔
物
語
集
の
研
究
下
』
　
片
変
正
義
氏
三
〇
六
圭
二
〇
八
頁

⑩
ｏ
出
雲
寺
造
営
の
勧
進
状
、
『
鎌
貪
遺
文
二
』
三
四
三
圭
二
四
四
頁

⑩
『
言
泉
集
』
八
ト
二
頁

⑩
引
用
は
、
古
典
文
学
大
系
に
よ
る
　
三
六
七
真

⑩
『
日
本
儒
教
文
化
史
の
研
究
』
　
（
隆
文
館
）
一
八
七
頁

⑩
『
唱
導
炒
』
と
、
合
本
に
な
っ
て
い
る

⑤
『
東
大
寺
続
要
録
』
の
［
造
作
篇
］

　
　
　
（
続
々
群
平
書
類
従
十
一
巻
　
一
九
九
天
一
〇
〇
頁
）

~

Ｉ
ｒ
－
’
Ｉ
Ｉ
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